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化学調味料・香料不使用。可能な限り添加物を使用せず、素材と製法にこだわりました。



グループ一丸となって育てる漁業の 追求＆食品ブランドの
持続的成長に取り組んでまいります。

高付加価値商品を提供することで、
お客さまの発展と社会の進化に貢献する。

ヒガシマルグループの事業展開

マーケティング
情報収集力を高めた顧客指向営業

水産事業
地球の水産資源をさらに豊かに

食品事業
伝統の味を現代に活かす

研究開発
No.1クオリティの創出

社 長 イ ン タ ビ ュ ー

ごあいさつ
　新型コロナウイルス感染症に罹患された方ならびに
ご家族・関係者の皆さまに、謹んでお見舞い申し上げます。
また、医療従事者をはじめ感染防止にご尽力されている
皆さまに深く感謝申し上げます。
　この状況が一日も早く終息し、皆さまの安心安全が守ら
れた日常が回復されますことを心より願っております。
　さて、当社第41期（2019年４月１日から2020年3月
31日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援、
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2020年6月

代表取締役会長　東　吉太郎
代表取締役社長　東　　　勤

販売先のシェア拡大及び受託生産販売が増加し、前期を
大きく上回りました。また子会社では、種苗生産の売上は
前期並みに推移したものの、養殖魚の生産不調等から鮮魚
関係の売上が振るわず、前期を下回りました。
　今後に向けては、販売獲得に繋がる営業マンの質的向上と
安定的な受託生産に努めながら、一層の国内外販売強化を
図ってまいります。また、新商材「ウナギ用配合飼料」「マグロ用
配合飼料」の品質向上による市場開拓に取り組むほか、自社
類似商品のアイテムを整理するなど生産性を高め、育てる
漁業を前面にグループの相乗効果を追求してまいります。

　当社グループでは「コンプライアンス経営」「品質・安全の
追求」「研究開発の強化」「海外市場の開拓」という大きな取り
組み方針の下、水産・食品の両事業において商品開発、商品
リニューアル化及びOEMの強化を図り、工場の生産稼働率
向上や売上拡大に努めてきました。
　しかしながら、子会社における養殖魚生産販売の生産
不調や、年度末にかけては新型コロナウイルス感染拡大の
影響を受けるなど、事業環境は総じて厳しいものとなりま
した。そのような状況下においても、連結売上高は前期比
1.7%増の増収を確保することができました。一方、利益面
では、子会社における固定資産の減損に係る特別損失の
計上を行うなど、最終的に各利益段階において損失となる
結果となりました。

当期決算の概要等について教えてください。Question
前期と同レベルの売上を確保する一方、
利益面では誠に遺憾ながら前期を大きく下回りました。Answer

水産事業の状況及び成長軌道への回復策について
お聞かせください。Question
新商材の品質向上また
アイテム整理による生産性向上など、
各取り組みの相乗効果を追求していきます。

Answer

それでは続いて、食品事業の状況及び
今後の方針等についてはいかがですか？Question
あらゆるコスト削減策に取り組みながら、
主力商品の持続的成長を目指します。Answer

　当期では、原材料及び物流費コスト上昇から当社として4年
ぶりに全品価格改定を実施し、利益改善に努めました。そう
めん類は、販売需要期の天候不良、冷夏の影響及びスポット
販売の減少で前期を下回りました。一方、即席めん類、皿うどん
類、うどん・そば類及び棒状ラーメン類は、商品のリニュー
アル化、値上げに対応した価格訴求品及びOEM商品の取り
扱いが増加したことから前期を上回りました。
　今後に向けては、あらゆるコスト削減策に取り組みながら、
既存店のアイテム拡大や新規導入店舗及びOEM取り
込み等を積極的に行い、主力である「皿うどん類」「即席
めん類」「カップ商品類」「カレー・ルー類」の持続的成長を目指
してまいります。

　当社は、株主の皆さまへの配当の充実を図りながら、将来の
事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保し
つつ、安定した配当を継続していくことを基本方針としており
ます。
　第41期につきましては、当期純損失となり、当社グループを
取り巻く市場状況は厳しい状況にあります。このような時期に
おきましても株主の皆さまの日頃のご支援とご期待にお応
えし、積極的に利益還元を行うべく、当事業年度の期末配当
につきましては、１株当たり９円とさせていただきました。今後
ともヒガシマルグループに対するご支援の程を、何卒よろしく
お願い申し上げます。

株主の皆さまへのメッセージをお願いします。Question
1株当たり9円の配当を実施させていただきました。Answer

　当期では、主力のエビ飼料類は、養殖環境が例年と比べ
水温が高く、細菌感染症等の被害の影響を受けるなどして
前期を下回りました。魚飼料類では、新規販売先の獲得、既存

●2021年3月期の見通し 
科　目 通期予想 前期比

売上高 13,396百万円 7.7％増
営業利益 366百万円 ─
経常利益 406百万円 ─
親会社株主に帰属する
当期純利益 188百万円 ─

代表取締役社長　東  　勤
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■親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）
●1株当たり当期純利益 （単位：円）

■営業利益 （単位：百万円）■売上高 （単位：百万円）
■総資産 （単位：百万円）
●自己資本比率 （単位：％）

損益の概要　（単位：百万円）

主な連結経営指標の推移

財政状態の概要　（単位：百万円）売上高構成比　（単位：％）

ト ピ ッ ク ス 連 結 財 務 デ ー タ

　長年にわたりお客さまに愛されているめんつゆが、この度
ＰＥＴボトルタイプにリニューアルしました。鹿児島県枕崎産の
かつお節を使い、風味豊かな出汁にこだわりました。厳選した
材料ですっきりとしたバランスの良い甘口に仕上げています
ので、煮物などの和風料理の味付けにもお使いいただけます。
ヒガシマルの伝統の心と味を表現した逸品を、是非ご賞味くだ
さい。

商品の
ご案内 めんつゆカツオ500ｍｌ 全国クルマエビ養殖講演会・懇親会 

in 鹿児島
　クルマエビ飼料事業発足５０周年を記念いたしまして、2020
年２月２１日に城山ホテル鹿児島にて、クルマエビ、バナメイ
養殖業者さまや代理店さま、関係者さまを対象に「全国クルマ
エビ養殖講演会・懇親会　in　鹿児島」を実施いたしました。
　講演会には、福山大学生命工学部海洋生物科学科教授の
伊丹利明教授とバナメイ101代表のデビッドＫ・カワヒガシ氏を
お招きし、伊丹教授には「日本の養殖クルマエビの疾病と予防」、
カワヒガシ氏には「The future of shrimp farming in Japan 

（ is P. vannamei ）」と題して講演いただきました。参加者
同士が情報交換や親睦を深め合い、大変有意義な会となり
ました。今後もクルマエビ飼料事業の発展に貢献できるよう、
グループ一同尽力いたします。

うどんやそばとの
相性もばっちり！

暑い季節におすすめです

講演会の様子

懇親会ではグループ会社で養殖されたマグロを使った料理が振舞われました
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会 社 概 要 （2020年3月31日現在） 株 式 情 報 （2020年3月31日現在）

2020年６月実施優待品

株式分布状況

所有者別
●個人・その他 750名
●その他法人 49名
●金融機関等 13名

発行可能株式総数 17,900,000株
発行済株式総数 4,746,000株
株主数 812名

株主名 持株数（株） 持株比率(%)
東　勤 575,000 14.83
東　実 571,000 14.72
有限会社ヒガシマル開発 427,000 11.01
ヒガシマル共栄会 368,900 9.51
株式会社鹿児島銀行 165,000 4.25
東　吉太郎 140,000 3.61
東　久江 140,000 3.61
鹿児島リース株式会社 120,000 3.09
ヒガシマル従業員持株会 87,691 2.26
日本生命保険相互会社 57,000 1.47

（注）持株比率は、自己株式（868,889株）を控除して計算しております。

所有数別
●個人・その他 3,235,680株
●その他法人 1,070,600株
●金融機関等 439,720株 68.18%

92.36%

22.56％

9.26%

6.04% 1.60%

株式状況

株主状況

マリンテック株式会社
〒441-3605  愛知県田原市江比間町新田370番地
TEL(0531)32-0363　FAX(0531)32-1684

コスモ食品株式会社
〒143-0016  東京都大田区大森北２丁目４番18号　大森ビル7F
TEL(03)6685-4020　FAX(03)6685-4021

株式会社向井珍味堂
〒547-0005  大阪府大阪市平野区加美西１丁目12番18号
TEL(06)6791-7337　FAX(06)6792-7231

永屋水産株式会社
〒104-0045  東京都中央区築地２丁目14番3号 ＮＩＴ築地ビル502
TEL(03)3549-1381　FAX(03)3545-6770

奄美クルマエビ株式会社
〒894-0506  鹿児島県奄美市笠利町手花部353-1
TEL(0997)63-2406　FAX(0997)63-1351

株式会社なかしま
〒939-1811  富山県南砺市理休544番地
TEL(0763)62-2174　FAX(0763)62-3526

株式会社ヤンバル琉宮水産
〒905-0311  沖縄県国頭郡大宜味村字塩屋736番地
TEL(0980)50-5027　FAX(0980)50-5028

主な連結子会社
設　　立 1979年（昭和54年）10月2日
商　　号 株式会社ヒガシマル（HIGASHIMARU CO.,LTD.）
本　　社 〒899-2594 鹿児島県日置市伊集院町猪鹿倉20番地
資 本 金 6億390万円
従業員数 178名
事業内容 水産事業　養殖用配合飼料の製造・販売

食品事業　乾麺、即席めん、皿うどん、めんつゆ
　　　　　等の製造・販売

会社の概要

本 社 工 場 〒899-2594 鹿児島県日置市伊集院町猪鹿倉20番地
鹿児島工場 〒891-0131 鹿児島県鹿児島市谷山港2丁目1番11号
串木野工場 〒896-0046 鹿児島県いちき串木野市西薩町15番2号
東京営業所 〒143-0016 東京都大田区大森北２丁目４番18号 大森ビル3F
大阪営業所 〒573-0027 大阪府枚方市大垣内町２丁目12番10号 スターライトビル301
四国営業所 〒798-0035 愛媛県宇和島市新町1丁目1-25 岩永ビル1F
福岡営業所 〒816-0921 福岡県大野城市仲畑２丁目８番12号 シャトーポルターダ104
沖縄営業所 〒901-0313 沖縄県糸満市字賀数444-3 サクセス賀数1F
臨海研究所 〒896-0046 鹿児島県いちき串木野市西薩町15番2号

拠点一覧

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月中 

配当金受領株主
期末配当金受領株主確定日3月31日

（中間配当をする場合の配当金受領株主確
定日は9月30日）

基準日
定時株主総会については3月31日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告
して定めます。 

1単元の株式数 100株 

公告方法
電子公告により行います。ただし、電子公告
によることができない事故、その他やむを得
ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載して行います。

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号 
みずほ信託銀行株式会社 

事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

●証券会社に口座をお持ちの場合
郵便物送付先

お取引の証券会社となります。お問合せ先
お取次店

ご注意
未払配当金の支払、支払明細発行につい
ては、下の「特別口座の場合」の郵便物送
付先・お問合せ先・お取次店をご利用くだ
さい。

●特別口座の場合(証券会社に口座をお持ちでない場合)

郵便物送付先 〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4 
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

お問合せ先 0120-288-324(フリーダイヤル) 
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html

お取次店 みずほ信託銀行、みずほ証券　
本店及び全国各支店

ご注意

特別口座では、単元未満株式の買取以外の
株式売買を行うことができません。株式
売買を行う場合は、証券会社へ口座開設
する必要があります。また、お手元に他人
名義の株券がある場合は至急上記の電話
番号へお問合せください。

株主優待制度のご案内
　当社では、株主の皆さまへの利益還元の一環として、株主
優待制度を設けております。所有株式数1,000株以上保有
の株主さまに対し、3,000円相当の自社商品を年２回（６月・
12月）お届けしております。

代表取締役会長 東　吉太郎 取締役（監査等委員）　木通　昌生

代表取締役社長 東　　　勤 取締役（監査等委員）　湯浦　一徳

常 務 取 締 役 東　理一郎 取締役（監査等委員）　西　　達也

取　　締　　役 出来　正樹

取　　締　　役 東　　幸佑

役　員　 （2020年6月26日現在）

2019年12月実施優待品
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